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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

特殊詐欺被害防止 ～「言わない・渡さない」暗証番号とキャッシュカード～
【 ケース1 役所の職員を騙る犯人の手口 】

協力：兵庫県警察

　振り込め詐欺を始めと
する「特殊詐欺」の被害は
依然として後を絶たない。
　最近、キャッシュカードを
だまし取り、コンビニや銀行
などのATMでお金を引き
出す手口が多く発生して
いる。犯人の手口を知っ
て、被害を未然に防ごう。

　「○○市役所の者です。還付金がありますので、後ほど金融機関の職員
から連絡があります」といった内容の電話がかかってきた後、「△△銀行の者
ですが、キャッシュカードが古いので、還付金の手続ができません。カードの交
換を行います」と連絡が入る。金融機関の職員を名のる者が家を訪れ、暗証
番号を聞き出し、「キャッシュカードを預かります」と言って、カードをだましとる。

【 ケース2 警察官や百貨店の店員を騙る犯人の手口 】
　警察官や百貨店の店員を名乗る者が電話で「あなたのカードを他人が使
っている。個人情報が漏れている」などと言って不安をあおる。警察官や銀行
協会などを名乗る者が家を訪れ、暗証番号を聞き出し「あなたが今持ってい
るカードは危険なので、安全なものと交換します」と言って、キャッシュカードを
だましとる。

特殊詐欺の被害に
遭わないために

●「還付金」「払戻し金」の話には要注意。
●警察官や金融機関の職員がお金やキャ
ッシュカードを預かることはないので、絶対
に渡さない。

●個人情報や暗証番号は他人に教えない。
●電話で「お金の話」「カードの話」が出た
ら、家族や友人、警察に相談を。

　通販会社・株式会社フェリシモ（神戸
市）が毎月開催する講演会「神戸学校」8
月の回に、フォトグラファー・ヨシダナギさん
が登場した。アフリカをはじめ世界の少数
民族を撮影する写真家で、5歳でアフリカ
に魅了され、23歳で単身渡航。その類稀な
色彩感覚に加え、直感的な生き方でも注目
を集め、今春ベスト作品集「HEROES」を
発行した。今回の講演会では、撮影秘話
をはじめ、人生哲学にも迫る興味深いトー
クに、全国からファンが来場した。

　大震災がきっかけに
　社会貢献と社員教育

戸学校は、社会貢献と社員教
育を兼ねたプロジェクトだ。「経
験と言葉の贈り物」をコンセプト

に生活文化の発信を目指し、建築家やデザ
イナー、作家、音楽家、起業家など、様 な々
分野の第一線で活躍するゲストを招き、講
演会を行っている。きっかけは、1995年の阪
神淡路大震災。「崩壊した建物の修復は

できなくとも、人々の心の復興につながるこ
とをしたい」との思いから、1997年4月に開
始して以来、20年以上継続している。講
演会にかかる費用は同社が全額負担し、
収益は全額あしなが育英会を通じ、東日
本大震災遺児への支援に充てている。企
画・運営は入社1、2年目の社員が中心とな
って行う。広報の市川美幸さんは「当社は
通販会社なので、お客様と直接触れ合う
機会がほとんどありません。新入社員が神
戸学校で来場者を迎え接客を経験するこ
とで、お客様目線で考えるきっかけになっ
ています。また、第一線で活躍する講師の
話は、新入社員にとっても刺激や感動、新
たな視点を発見し、仕事面でもよいクリエ
イションにつながります」と話す。
　今年のテーマは「超・好き～好きの向こう
側」。“好きを超える”ものを見つけてほしい、
という意味を込めた。市川さんは「ヨシダさ
んは、私たちが一生会えないかもしれない
少数民族のことを近くに感じさせてくれまし
た。彼女の壁を作らない心が、当社の理念
である“ともにしあわせになるしあわせ”と
通じるものがあります」と感想を語った。

神

新進気鋭の写真家・ヨシダナギさんが登場
フェリシモ「神戸学校」

フォトグラファーヨシダナギさん。

屋市の宮塚公園にて、市民団
体フライパン主催の「芦屋あお
ぞら子ども食堂」が8月19日に

開催された。兵庫県の「地域祖父母モデ
ル事業」の一環で、地域の子どもたちに無
料で食を提供する同市初の“子ども食堂”

だ。子どもたちに生産者や栄養、農法など
について知ってもらう“食育”と、スタッフとし
てシニアにも多く参画してもらうことで、地
域の子どもたちとシニアの顔が見える関
係をつくることを目的としている。初回の今
回は、子どもたちに果物本来の甘みを知
ってもらうため、果物と甜菜糖だけを使っ
た手作りシロップをかけたかき氷が提供さ
れた。主催の横山宗助さんは「食以外に
も、シニアと子どもが一緒になって遊べるコ
マ回しやけん玉、シャボン玉などの昔遊び
をさらに充実させていきたい」と話す。雨
以外は公園での開催を基本としており、公
園の新たな活用方法としても期待したい。

芦

芦屋あおぞら子ども食堂
世代を越えた地域交流を

次回は10月7日に開催予定。できる限りオーガニックな食材にこだ
わりながら、スープとパン、ご飯と味噌汁などを提供していく予定。

芦

庫県は、県政150周年記念事
業の一環として「まんが『兵庫
の歴史』」を作成。県内すべて

の学校や公立図書館などに8,000部を配
布した。制作は、神戸芸術工科大のまんが
表現学科に委託。未来の兵庫県からやっ
てきた中学生が、タイムマシーンに乗って
150年の歴史を体験していくというストーリ。
小さな県として誕生し、二度の統廃合を経
て、五国からなる現在の兵庫県が成立

した歴史をわかりやすく伝える内容となって
いる。各地域の歴史文化や特産なども紹
介しており、担当者は「神戸阪神間だけで
なく兵庫県全域に目を向けてもらうきっかけ
になれば。漫画を読んだ子どもたちの手で、
次の200周年につなげてほしい」と話す。

兵
まんが「兵庫の歴史」を作成

県政150周年のHPに
もアップされている。
http://hyougo150.jp

　市民への
　分かりやすさを重視

戸市では、「新神戸市基本
構想」に2025年までの長期
的な展望が描かれている。

阪神淡路大震災前の1993年に作成さ
れたものだが、「世界とふれあう市民創
造都市」を基本理念に、「国際性にあ
ふれる文化交流のまち」「次代を支え
る経済躍動のまち」など5つの都市像
を掲げ、今でも色褪せないメッセージが
息づいている。神戸市は、これをもとに
第5次神戸市基本計画を策定し、目指
すべき都市像として、「創造都市（デザ
イン都市）の実現」という方針を決定。
さらに、2016～2020年までの5カ年の
実施計画である「神戸2020ビジョン」
を策定している。
　神戸2020ビジョンは、従来の実施計
画とは異なり、市の目指す方向を市民
に分かりやすく伝えるため、「施策の重
点化」や「見える化」など5つの方針に
こだわって策定された。職員には、施策
に付加価値を加える「+des ign」、神
戸市民としての愛着や誇りを持つ「シ
ビックプライド」など、施策を進める上で
職員が持つべき視点を明示。また、ビジ
ョンを描いた写真集や市長のインタビ
ュー動画も作成し、神戸が新しいステ
ージに向かっていることを市民に分かり
やすく伝えている。

市の未来を動かす
最上位プラン「総合計画」

独自性あふれる神戸市

神

自治体では、全ての施策の基本となり、まちづくりの根幹をなす「総合計画」を作成している。

一般的に、目指す将来像を記載する「基本構想」とそれを実現するための方向性を記載する「基本計画」、

具体的な施策を示す「実施計画」によって構成されている。

神戸市では、どのような総合計画のもと、どこを目指して進んでいるのか。市にうかがった。 ▲昨年メリケンパークにできた「BE KOBE」モニュメント。

　少子高齢化を抑制し
　若い力があふれるまちに

生数の減少と東京圏への転
出超過により、政令指定都市
の中で全国5位だった神戸市

の人口は、2015年以降6位となった。現
状のままでは、150万人都市である神戸
が、2060年には人口が約3割減少すると
推計される。中でも15歳未満人口の減少
が著しく、75歳以上の高齢者人口の割
合が増加傾向にある。
　こうした背景をふまえた神戸2020ビジョ
ンのテーマは、「若者に選ばれるまち」と
「誰もが活躍するまち」。年間出生数1万2
千人の維持と東京圏への若者の転出超
過約2,500人を解消することを数値目標に
掲げている。特に2025年以降は団塊の世
代が75歳以上の後期高齢者になるため、
若い世代を増やし、活力溢れるまちを目指
す方針だ。

　若い力を惹きつける
　市民サービスを展開

戸市では、大学を卒業後、東京
や大阪へ流出する若者が多い。
そこで、若者に魅力的な仕事づ

くりの一環として、2015年から起業家の育
成支援を行なっている。その一つが昨年度
から始まった「Urban Innovation KOBE」。
ITを活用し、起業家と市職員の協働により
地域課題の解決に向けて共同開発を行う
もので、若者によるイノベーションが期待さ
れている。今年度は8テーマに対して申し込
み総数が昨年の約2倍の60社あり、そのう
ち7社が採択された。また、ポートアイランド
にある神戸医療産業都市への企業誘致な

ど、新たな雇用創出にも取り組んでいる。
　まちの魅力向上にも注力している。博物
館など文化施設のリニューアルや新しいテ
クノロジーを体験するクロスメディアイベント
「078」の開催支援、三宮の再整備など、若
者に選ばれるまちづくりが進められている。
三宮駅南側の交差点を中心に、人と公共
交通を優先とした、歩いて買い物や音楽な
どを楽しめる都市空間の創出を計画中だ。
一方、人口が特に減少傾向にある北区や
西区では、若者への里山暮らしのコーディ
ネートや就農支援を行い、地域の活性化に
取り組んでいる。

　出産・子育て支援では、通学費助成など
子育て世帯の経済的負担を軽減する細か
な施策が多数展開されている。特に待機
児童問題に対しては、保育所の整備だけ
でなく、市内の私立保育所等で採用された
保育士または幼稚園教諭に対して最大
140万円の一時金を支給するなど、手厚い
支援を行なっている。保育人材を確保し、

子どもへの質の高い保育・教育の提供につ
なげるという。

　高齢化や防災などが
　今後の課題

者人口が単に増加すれば良
いというわけではない。近年、
職場や駅に近い場所に住む

「職住近接」を望む人が増え、神戸市でも
中央区に新築のタワーマンションが建設さ
れて都心に人口の比重が傾いている。し
かし、三宮に商業機能を集中させるため、
また数十年後のマンション住民の高齢化
や防災面を考えれば、タワーマンションの
乱立は望ましいことではない。現在、市で
は有識者を支えた研究会を立ち上げ、今
後のタワーマンションの在り方について、検
討を進めているという。
　また、高齢化が進む北区や垂水区では、
交通の確保が課題となっており、地域コミ
ュニティ交通を導入するなどの支援を行
っている。今後は住み慣れた地域での地
域包括ケアシステムの構築や災害時の
支援などが課題となる。

　一人ひとりの魅力を高める
　質の高いサービスを

な々独自性ある計画だが、すみ
やかな成果を見出すことは難し
い。しかし最近では、大学生と

地域のコラボ事業や市民主体のイベント
が生まれるなど、ユニークな取り組みが広
がってきている。「今後の神戸の発展には、
一人ひとりの力が大事になる。そのために
は、従来型の画一的なサービスではなく、よ
り質の高いサービスを市民に提供すること
が大切。全国的に人口減少が問題となっ
ているが、人口だけにこだわらず、市民生
活の質を高めていきたい」と同市の担当
者は話す。一人ひとりが充実した生活を営
むことができる環境を整えて神戸への愛
着を育むとともに、まちのグレードを高めて
いくことに力を注いでいくという。

出

様

若
「Urban Innovation KOBE」のHP。起業家支援に注力し
ている。

神 戸 市のビ
ジョンを描い
た写真集。

YouTubeで見られる、久元喜造市長インタビュー
動画の一幕。

（左）都心・三宮
再整備イメージ。

神 戸 市 の
子育て情報
に特化した
サイト「ママ
フレ」。

（上）市民、クリエ
イター、エンジニ
アが集い、交わる
ことで創り上げる
参加型フェスティ
バル「078」。
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10月はフードクリエイター・小桧山聡子さん、11
月は蝶使い・道端慶太郎さんが登壇予定。詳細
や申し込みは、神戸学校のホームページにて。

イベント当日、司
会を務める同社
の新入社員。企
画・運営も行う。

多くの若者が集うまちを目指す。

　広島県呉市に
　ボランティアに訪れる

回訪れた被災地は、シティライ
フが主催するイベント「ロハスフ
ェスタ広島」の開催地からほど

近い広島県呉市にある天応地区。まず参
加するにあたり、インターネットで詳しい情報
を収集した。「くれ災害ボランティアセンタ
ー」のホームページにたどりつき、具体的な
募集内容を確認できた。現地の受付場所
や時間、作業内容、当日の服装、持ち物な

今

ボランティアに参加しよう

どが詳細に紹介され、ボランティアの心得も
掲載されている。また、事前に自治体などが
ボランティアの受入れを承諾した場合、「災
害派遣等従事車両証明書」が交付され、
自宅から現地までの往復の高速道路の費
用が免除されることもわかり、申請した。

　当日は受付を呉市役所で済まし、ボラン
ティアを要請した人の家屋にそれぞれ2～
10人ほどのチームに編成される。しかし訪
れた9月1日は、大雨で屋外での作業は中
止となり、そのため市役所内でボランティア
関連の書類や報告書を整理し、またボラ
ンティア用の資材置き場の清掃を実施す
ることになった。作業報告書の記載内容
では、日ごとに作業完了の文字が多くなっ
ているものの、まだまだ日数のかかる家屋
もあった。ただボランティアの数も日ごとに
減っていることがわかった。

　ボランティア参加者の地域はさまざま。遠
方の東北からの参加者も多く「困ったときは
お互い様、東北大震災の時の恩返し」と報
告書には綴られ、ボランティアの輪が広がっ
ているのを感じた。

災害ボランティアの
服装や携帯品も「レ
スキューストックヤー
ド」のホームページ
でわかりやすく紹介
されている。

「災害派遣等従事車両証明
書」は、まず現地のボランティア
センターから承諾書を受領し、ボ
ランティア参加者が移住する市
役所で発行の手続きをする。高
速道路は無料で利用できる。
※9月30日までの予定。

広島県呉市天応
地区では、まだ土
砂が積もったまま
の家屋が多く残
る。（9月1日撮影）

今年は自然災害が多く、被災地の復興に向けたボランティア活動の報道をよく目にする。
西日本豪雨の被災地では土砂のかき出しや瓦礫等の撤去に人手が不足しているため、災害ボランティアの募集は現在も続いている状況だ。
そんな中ボランティアの参加を考える読者に向け、本記事ではシティライフ記者が参加した際の体験も交え、参加方法を紹介していく。


